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「焦る気持ちが　事故招く　ゆとりを持って　安全運転」　平成３０年度最優秀交通安全標語

３月（平成２９年度）は交通事故が発生してしまいました。通勤時直進路を走行中、右方向より一時
停止を無視した車両が出てきて衝突する事故でした。平成２９年度合計では５件の交通事故が発生
しました。平成２８年度の７件からは減少しておりますが、本年度（平成３０年度）は交通事故撲滅を
目指します。
平成３０年度社内交通安全標語の最優秀作品が「焦る気持ちが　事故招く　ゆとりを持って　安全運
転」と決定しました。一年間、標語を意識して安全運転に役立ててください。
さて、４月（新学期）になり期待で胸をふくらませた新入生が、小学校に登校しはじめます。２０１５年
中に起きた歩行中の交通事故を年齢別にみると、７歳児の死傷者数が最も多く、その理由として小
学１年生になると保護者の手を離れ、登下校や遊びなど１人で行動する範囲も広がるためと考えら
れます。
今月は、小学１年生の行動を通して、ドライバーや保護者が子どもを事故から守るための方法をみ
てみましょう。

Ⅰ．新１年生の交通事故を防ごう！

１．小学1年生は、登下校時に交通ルールを守らず道路へ飛び出す事故が多い

・小学1年生が歩行中に遭った死傷事故のケースを、詳しくみてみましょう。

死傷事故は、家から1km圏内の小学校や遊び場といった近所で多く発生し、登校時にあたる7時台

と下校時以降の１４～１８時台に集中しています(図2)。道路形状別では、交差点やその付近で最も

多く発生していますが、直線の道路(単路)でも同じくらい発生しており、その半数が横断歩道以外の

場所を横断していました(図3)。また、事故時の交通ルール違反の有無を男女別にみると、男児の

方が多いことがわかりました(図4)。違反の内容をみると、男女とも道路への急な飛び出しが最も多

くみられます。
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２．ドライバーが注意するポイント

３．保護者が子どもに教える交通安全のポイント

■見通しの悪い交差点や路地では、二段階停止し、十分な安全確認を行いましょう

■横断歩道を通過するときは、周囲を確認してから発進しましょう

■子どもは車に気づいていないと考え、速度を落とし、距離をあけて通過しましょう

・歩行中の子どもの行動を踏まえて、どのような点に注意して走行すればよいかを考えてみましょう。

・子どもは、大人より目線が低く視野も狭いため、近づいてくる車を容

易に把握することができません。さらに、子どもは興味があることに

気が移りやすいため、道路の向こうに友達を見つけたときなどは、周

囲を気にせず道路に飛び出す危険性が高くなります。

歩道にいる子どもを見かけたら「車に気づいていない」と考えて、子

どもの飛び出しを疑いましょう。特に、住宅街や小学校周辺など子ど

もの多い場所では、速度を落とし、子どもとの距離をあけて通過しま

しょう。

■交通ルールに沿った道路の歩き方と、飛び出しの危険性について教えましょう

◆ドライバーは、住宅街や小学校の周辺では速度を落とし、子どもの飛び出しに注意して走行しま

しょう。保護者は、子どもに交通ルールや安全な歩行の仕方を繰り返し教えましょう。

・保護者は、就学前や小学校低学年の子どもに、「道路には危険がたくさんある」ことを教える必要

があります。

子どもに教える交通安全のポイントについて一緒に考えてみましょう。

■道路を横断するときは、横断歩道を渡るように教えましょう

・ドライバーは、横断歩道を渡ろうとしている子どもに気づいていない可能性があります。

信号のない横断歩道を渡るときは、ドライバーと目を合わせて手をあげ、「私は横断歩道を渡りま

す」と意思表示をするように教えましょう。車が止まったら、反対側から来る車の安全も確認し、あせ

らず横断歩道上を渡るように教えましょう。

信号のある横断歩道を渡るときは、青信号になってもすぐに渡ってはいけません。道路上の車が止

まったことを確かめてから渡るように教えましょう。

・道路を歩くときは歩道を歩き、歩道がない場合は路側帯を歩くよう

に教えましょう。車が通る道路を歩いたり、道路で遊んだり、道路に

飛び出したりすると、車と衝突して大ケガをする危険があること、「ケ

ガをすればとても痛い思いをする」ことを伝えましょう。

・左右の見通しの悪い交差点や路地では、危険を理解していない子どもが急に飛び出してきたり、

曲がったすぐ先にいたりする危険性があります。見通しの悪い交差点や路地を通過するときは、二

段階停止し、十分な安全確認を行いましょう。

・信号のない横断歩道付近に子どもがいる場合は、注意深く観察し、

徐行して通過しましょう。子どもが横断しようとしている場合は、一時

停止し、渡りきるのを見届けてからゆっくり発進しましょう。

信号のある横断歩道付近では、青信号になってもすぐに発進しては

いけません。子どもが横断歩道に出てこないかを確認してから発進

しましょう。



　　　思いやり運転で

　　 　　　　　子供を事故から守ろう　　

Ⅲ．今月のスローガン　（企業開発センター交通問題研究室）

どこで

何をしている時に

どうなった

いつ 出勤途中

県道の信号機のない交差点で

当方が左折する際、対向車が右折してきた

対向車が止まらず突っ込んできたため、すぐに当方が停車し接触を避けた

・事業場より提出されたヒヤリハットです。危険予知活動に利用してください。

Ⅱ．今月の交通ヒヤリハット


